ラジオ⑤

バレンタインデーの翌日の夜、ケンはミオに電話した。

「昨夜はゴメン、結局会えなくて」

「・・・・・」

「モシモシ、ミオ。聞いてる?」

「ええ・・・」

「ゴメンて言ってるじゃないか」

「それだけ・・・。他に言う事はないの」

「すっぽかしたのは悪かったけど、ミオだって家に来なかったみたいじゃないか」

「行ったわよ、行こうとしたわよ・・・」少し声が震えてきてしまった。

「どうしたんだよ」ケンは何を言われるのか不安になった。

「途中、高台の駐車場に何気なく寄ってみたの・・・」

「・・・・・」ケンは突然殴られたようなショックを受けた。
暫く会話が途切れた。

「ケンが黙ってるって事はやはり誰かとあそこにいたのね」涙がこみ上げて少しすすり上げてしまった。

「・・・ゴメンて謝っても、もう分かっちゃったことか・・・」

「謝らなくてもいい・・・。余計に悲しいから・・・」風邪気味のせいもあってか、鼻がグスグスしてきた。

「仕事で残業をしてたのは本当なんだ。ただ８時頃ケータイに彼女から電話が来て会えないかって言うもんだから・・・」

「そんな言い訳はいいわよ、私よりそっちを取ったのね・・・」
「そう言うわけでも・・・」

「もういいわよ・・・」涙で言葉につまってしまった。

ケンは涙声を聞いてるうちに少し投げやりになってきていた。

「ヒドイ事をした僕のことを嫌になったのなら、そう言ってくれよ」

「・・・・・」

「別れたいならそうしよう・・・」と、勢いで言ってしまった。
「そんな事言ってないじゃない・・・、そんなに簡単に別れられるの・・・」

「いや・・・」
「昨夜、会ってた人って会社の人?」

「ああ・・・」

「もしかして、ケンをフォローしてくれる人がいるって言ってたけどその人なの?」

「まあ・・・」

「私にいろいろ嘘をついてたのね」
「うーん、心配すると思って・・・」

「・・・心配なんかしないわよ、ケンの事を一番思ってるのは私だもの。そんな簡単に近づいて来るなんておかしいわよ」

「・・・・・」
「ケンがどうしても別れたいって言うのなら仕方ないけれど・・・、私は今までと同じ気持ちよ」
　ケンは別れるなどとヒドイ事を言ってしまったのを後悔していた。それにひきかえミオは今でも気持ちは変わらないと言ってくれる。去年のクリスマスプレゼントの事を思い出していた。カッコいいネクタイピンを貰ったのだった。ひょっとしたらミオのテレパシーでネクタイとスーツ姿の今の会社を選んだのかも知れない・・・。などと一瞬の間に頭をよぎった。しかし口をついて出てくる言葉は裏腹だった。
「そう言う言い方は重いんだよな。何で怒らないんだよ。ミオのほうが頭にきて当然なのに」

「・・・・・」

「もういいよ、電話切るよ、ミオ。僕は僕の道を行くよ。じゃあね・・・」
ケンはどっと疲れが出た感じだった。どうしてこんな事になってしまったのだろう。どうして素直に言えなかったのだろう。どうしてミオに温かな言葉を掛けられなかっただろう。

　佐藤ミヨさんの笑顔が浮かんできたが、ミオの優しい眼差しには敵わない気がした。第一印象はミヨさんのあの笑顔に当然軍配があがる。でも話していて何かピンと来るものが無かった。まあ付き合いだして日が浅いせいなのかもしれないが。年上と言う事もあって子供扱いをされているのかと考える事もあった。魔性があるとか神秘的なものを感じさせようとしてるみたいだが、何か見下されているように思う事もあった。かえってミオのほうがテレパシーみたいに伝わって来るものがある。
　さっきの電話は何故あんな冷たい事ばかり言ってしまったのだろう。自分でも良く分からない。ミオと別れて本気でミヨさんと付き合う気があるのだろうか。自問自答しても気持ちはあやふやなだけだ。いいのだろうか、これで・・・。
　ただ自分のとってる言動からはミヨさんの方へ向かってる気がする。

　これが運命と言うものなのだろうか。

　ただ流されているだけなのだろうか。

　まさかこれがミヨさんの言う魔性なのだろうか。

　もうこの道を突き進むほか無いのだろうか。

　ミオにそう宣言してしまっていた。
　優柔不断な自分に今更ながら呆れる。

　ミオに強い事を言えるのは甘えてるからだろうか。

ケンは頭の中がグルグル回ってる感じがしていた。ただ何となくだがミヨさんとはお互いに「さん」付けで呼び合ってる。ミオとは違う。この違いは時間がたてば変わって行くものなのか。距離がある感じでフト寂しくなる事もある・・・。

